


１

平成23年(2011年)10月

　御所市は、平成13年に「御所市第4次総合計画」を策定し、

「緑豊かな共生文化都市」を実現するため都市基盤の整備、

福祉の充実、生涯学習の充実などの施策に取り組んでまいり

ました。

　しかし、この10年間は経済情勢の悪化、国の政策の見直し

等により、御所市の財政運営が危機的な状況となり、平成21

年度には早期健全化団体となり、財政健全化計画を策定する

に至りました。こうした状況の中、第4次総合計画に掲げた目

標のとおりには事業を進捗することができませんでした。

　今回、前計画の成果と課題を十分に踏まえた上で、これから取り組まなければならな

い課題をしっかりと確認し、「御所市第5次総合計画」を策定いたしました。

　本計画は、決して夢や理想を描いた内容ではなく、今後10年間に御所市が目指すべき

現実的な内容になっています。

　全国的に人口が減少すると予想される中、御所市において重要課題となる人口問題に

対しても、この計画にある御所市に暮らす市民一人ひとりが、心から住んで良かったと

思えるまちづくりを目指すことが一つの答えになると思っています。

　基本理念となる「自然と笑顔があふれる　誇れるまち」をめざす「基本構想」と、そ

の目標に向けて施策をまとめた「基本計画」によって構成される本計画が、市民、行政

が一体となって御所市が直面する課題を乗り越える指針となりますことを期待しており

ます。

　本計画の実現に向けて精一杯取り組んでまいりますので、市民の皆様、関係機関の皆

様のご理解とご協力をお願い申し上げます。
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　御所市第5次総合計画は、基本構想と基本計画で構成します。

　基本構想は、御所市の将来像と施策の大綱で構成され、これからの御所市の

まちづくりを進めていくための基本理念を示します。

　基本計画は、基本構想を実現するための施策毎の計画で構成され、現在及び

将来の課題とこれを解決するための方針を示します。

　御所市第5次総合計画の計画期間は、平成23年（2011年）4月1日から平成33年

（2021年）3月31日までの10年間とします。

　なお、平成25年度までの3年間は、財政健全化計画のもと安定した持続可能な

財政基盤を構築するとともに、市民との協働の体制づくりを行いながら優先さ

れるものから取り組む期間とします。平成26年度以降の7年間は、健全な財政運

営のもと市民との協働によって将来像の実現に向け基本計画を進めていく期間

とします。

　ただし、社会情勢等の変動により計画策定時の見通しと大きい変化が生じた

場合には、必要に応じて計画の見直しを行います。
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　第4次総合計画では、第3次総合計画に引き続き、目標人口を50,000人として

掲げ、市街化区域内農地の積極的な宅地化を図り、市の南部などにおける良質

で魅力ある住宅・宅地の開発を誘導することなどの住宅政策を進めてきました。

また少子高齢社会への対策として住環境、子育て支援環境の充実など若年層を

対象とした定住条件の整備に重点を置き、年少人口、生産年齢人口の確保に努

め、バランスある年齢構成の維持にも努めてきました。

　しかしながら、大規模な住宅開発も実施されず少子高齢化の進行による自然

減少と、転出者の増加による社会減少によって、人口は10年間で大幅に減少し、

30,000人近くまで落ち込んでいます。今後もその傾向は続くと考えられ、国立

社会保障・人口問題研究所発表の推計値によると、目標年次である平成32年

（2020年）には、25,000人近くまで減少すると予測されます。

　本計画では、平成32年の将来想定人口を28,000人としながら、長期的には

30,000人を維持できるまちをめざして、「訪れたい」「住みたい」と思われる

魅力的なまちづくりに重点を置いた人口減少の抑制と人口増加のための様々な

取り組みを進めます。
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中心市街地区域(住宅エリア)
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沿道サービスエリア

観光交流エリア

住工複合エリア

工業区域

農業区域

観光・レクリエーション区域

自然保全区域

　市北部中央の市街化区域に広がる住宅地は、

御所市の中心市街地であるため、道路・下水

道等の生活基盤を整備することで、都市機能

を高め、快適な居住環境の維持と整備を図り

ます。

　市の玄関口となる近鉄・JR御所駅周辺の

商業地では、市内公共交通の拠点であり、交

通結節点として駅の機能を高めることで、通

勤・通学や観光等による駅利用者の増加を促

し、人の賑わいを生み出し、商業の活性化、

集積を図ります。

　近鉄・JR御所駅近くにある御所まちは、

身近な観光スポットとして最近注目されてい

ることもあり、住民・NPO等と協力して歴

史的なまちなみ保存に努め、観光地としての

魅力を高めることにより、観光交流の拠点と

して整備を図ります。

　駅周辺の商業地、住宅地では、交通の利便

性が高く、地場産業が立地しており、今後も

産業立地の需要が見込まれることから、地場

産業を振興し、充実するため、周辺の環境に

配慮しながら工業の立地誘導、整備を図りま

す。

　既に整備済みの御所工業団地及びその周辺

地域では、今後も工場の集積を図ります。さ

らに平成23年度に供用予定の京奈和自動車

道の御所ICに隣接する地域では、奈良県の

「ポストベッドタウン奈良」「南部を元気に

する」構想にあるインターチェンジ周辺のま

ちづくりの実現に向けて、交通の利便性を活

かした産業集積地としての整備を図ります。

　御所市の平野部に広がる農用地では営農が

盛んであることから、これまで整備してきた

農地の農業基盤を生かしながら、集落地の生

活環境の改善を進め、優良な農地の保全を図

ります。

  御所市西部の金剛葛城山麓並びに東部の山

地・丘陵地は、古(いにしえ)より緑豊かな自

然を感じさせる地域であることから、これま

での景観を維持していくために豊かな自然の

まま保全します。

　御所市と大阪府の境に位置する金剛山・葛

城山の山頂は御所市の代表する観光資源であ

ることから、気軽に訪れることのできるレク

リエーション登山のメッカとして、また自然

とのふれあいの場としての整備を図ります。

また、市の中央部にある歴史的に貴重な巨勢

山古墳群の地域は歴史を感じるレクリエーシ

ョンの場として、南部にある天然温泉施設を

中心とする地域は観光交流のできるレクリエ

ーションの場として利用を図ります。

　御所市を通る国道24号沿いはこれまで利便

性が高いにもかかわらず開発が進んでいない

ことから、沿道に適した商業施設の進出を促

し、周辺の地域との調和した整備を図ります。
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